
たちが進める地域学校協働活動が含まれています。
　具体的には、玉ねぎやじゃが芋の収穫体験、さつま芋苗植、そして、ほとんどの学校で行わ
れる米作り体験活動が地域の方々の支援を受けながら始まります。既に、読み聞かせの活動が

早朝挨拶運動を実施しています。

そして、ボランティア同士のつながりが深化することを期待しています。

　生涯活動推進課では、毎月始めに市内小中学校で順番に、市長、副市長、教育長、参加の下

始まっている学校もあるようです。
　上記の活動を通して、児童・生徒の活動支援に留まらず、学校と地域ボランティアの方々、

　今月から、いよいよ本格的に教育活動が始まることになります。そして、その活動の中に私

　４月は、各学校とも始業式、入学式、ＰＴＡ総会・授業参観、家庭訪問と多忙を極める一月
だったことと思います。
　そのような中に今年度、校長先生が代わられた小学校５校にご挨拶に伺いました。そして、
何れの学校も丁寧にご対応いただきました。更に、先月の市内校長協議会の折には、本事業に
ついて説明する機会までいただきましたことに心より感謝申し上げます
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発行

　今月23日（木）に上記の会を開催します。この会で今年度の活動方針及び活動計画につい
て、運営委員の方々にご審議いただく予定です。

　教頭先生に「担任の手が入っていますか。」と尋ねると、「それはないと思います。」との

　宇土東小学校と同じようにそれぞれの学校でも日々の見守りボランティアの方々のおかげで

返答です。恐らく、下足並べの指導が行き届いているのだろうと思いました。
　私も現職の頃、「足元からの教育指導」として、下足箱の整理とトイレのスリッパ並べに拘
って指導したことがあり、今回の整然と並ぶ上履きの様子に感動してしまいました。

が、児童が登校する前の下足箱を眺めた時のことです。上履きが下足箱に整然と収まっていた
ことです。しかも、１年生を含めた全学年の下足箱の上履きがです。

校には危険が伴う箇所が多くある学校です。幸い、子供たちの登下校の安心・安全を見守る地
　今回は、宇土東小学校でした。学校周囲の道路はカーブが多い上に道幅も狭く、児童の登下

　更に、今回の挨拶運動で驚いたことがありました。直接、挨拶運動とは関係なかったのです
子供たちの安全が担保できていることに改めて感謝したいと思います。

す。」と担当職員へ報告されていました。この様子から、日頃からの学校と地域ボランティア
の方々とのつながりの強さを実感することができました。

域の見守りボランティアの方々がたくさんおられることで子供たちの安全が保たれています。
　この日も見守りを終えられたボランティアの方が、「大方、子供たちも登校を終えたようで

ゆい

地域学校協働活動は、学校と地域が連携・協働して双方向で取り組む活動です。

今年度も本格的に活動が始まります

～ 早 朝 挨 拶 運 動 か ら ～

令和６年度第１回地域学校協働活動推進事業運営委員会を開催します


